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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
緋
弾
の
マ
リ
ア

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
０
７
９
Ｂ
Ａ

【
作
者
名
】

　
李
厨
夢

【
あ
ら
す
じ
】

　
増
加
す
る
凶
悪
犯
罪
に
対
抗
す
る
た
め
、
武
力
を
行
使
す
る
探
偵
「
武
偵
」

の
存
在
が
当
た
り
前
の
社
会
。
武
偵
を
育
成
す
る
東
京
武
偵
高
校
に
通
う
青
年
・

遠
山
キ
ン
シ
は
、
普
通
の
生
活
を
求
め
て
い
た
。
し
か
し
あ
る
日
現
れ
た
エ
リ

ー
ト
少
女
武
偵
・
神
崎
・
Ｈ
・
マ
リ
ア
と
出
会
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
彼
女
を
取

り
巻
く
戦
い
の
日
々
に
身
を
投
じ
て
い
く
こ
と
に
な
る
―
―
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設
定
（
必
読
）

緋
弾
の
ア
リ
ア
に
思
い
っ
き
り
合
わ
せ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
し
か
ら
ず

名
前
；
遠
山
　
キ
ン
シ

読
み
；
と
お
や
ま
　
き
ん
し

ラ
ン
ク
；
Ｅ
ラ
ン
ク

科
；
探
偵
科

イ
ン
ケ
ス
タ

ク
ラ
ス
；
Ａ

武
器
；
父
の
く
れ
た
バ
タ
フ
ラ
イ
ナ
イ
フ
と
ベ
レ
ッ
タ
Ｍ
９
２
Ｆ
を
フ
ル
オ
ー

ト
、

三
点
バ
ー
ス
ト
化
｜
（
違
法
改
造
）
し
た
通
称
「
ベ
レ
ッ
タ
・
キ
ン
ジ
モ
デ
ル
」

。
デ
ザ
ー
ト
イ
ー
グ
ル
．
５
０
Ａ
Ｅ
、

Ｏ
Ｆ
Ｇ
「
オ
ロ
チ
」
を
追
加
で
使
用
す
る
。

オ
ー
プ
ン
フ
ィ
ン
ガ
ー
グ
ロ
ー
ブ

備
考
；
普
段
は
｜
（
武
偵
高
生
と
し
て
は
）
平
凡
な
男
子
高
校
生
だ
が
、
性
的

に
興
奮
す
る
と
普
段
の
３
０
倍
ま
で
能
力
が
向
上
す
る
「
ヒ
ス
テ
リ
ア
モ
ー
ド
」

の
持
ち
主
。
未
完
成
な
が
ら
歴
代
の
遠
山
一
族
で
も
最
高
の
潜
在
能
力
を
秘
め

て
お
り
、
ア
リ
ア
を
介
し
て
そ
の
素
質
の
片
鱗
を
示
し
始
め
る
。

 名
前
；
神
埼
・
Ｈ
・
マ
リ
ア

読
み
；
か
ん
ざ
き
・
ホ
ー
ム
ズ
・
―
―
―

ラ
ン
ク
；
Ｓ

科
；
強
襲
科

ア
サ
ル
ト

ク
ラ
ス
；
Ａ

武
器
；
２
本
の
小
太
刀
と
コ
ル
ト
・
ガ
バ
メ
ン
ト
・
ク
ロ
ー
ン
２
丁
｜
（
ス
テ

ン
レ
ス
モ
デ
ル
と
ス
チ
ー
ル
モ
デ
ル
が
各
１
丁
）

備
考
；
ピ
ン
ク
の
ツ
イ
ン
テ
ー
ル
に
小
学
生
の
よ
う
な
体
型
で
、
赤
紫
色
の
瞳

カ
メ
リ
ア
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を
持
つ
人
形
の
よ
う
に
愛
ら
し
い
美
少
女
。

ア
リ
ア
は
ツ
ン
デ
レ
で
あ
っ
た
が
、
少
し
柔
ら
か
く
な
っ
て
い
る
様
子
。

 名
前
；
峰
　
理
會

読
み
；
み
ね
　
り
あ

ラ
ン
ク
；
Ａ

科
；
探
偵
科

イ
ン
ケ
ス
タ

ク
ラ
ス
；
Ｃ

武
器
；
２
本
の
ナ
イ
フ
と
ワ
ル
サ
ー
Ｐ
９
９
二
丁
。
予
備
と
し
て
、
母
親
く
れ

た
の
デ
リ
ン
ジ
ャ
ー
も
所
有
し
て
い
る
。

フ
リ
フ
リ
の
改
造
制
服
は
広
げ
る
と
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
に
も
な
る
。

備
考
；
長
い
金
髪
を
ツ
ー
サ
イ
ド
ア
ッ
プ
に
結
っ
た
、
ゆ
る
い
天
然
パ
ー
マ
が

特
徴
の
童
顔
の
美
少
女
。
微
量
の
色
金
を
含
む
青
い
十
字
架
｜
（
５
歳
の
誕
生

日
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
母
か
ら
受
け
取
っ
た
も
の
）
を
身
に
着
け
る
こ
と
で
髪

の
毛
を
自
在
に
操
れ
る
能
力
を
持
つ
。

 名
前
；
星
伽
　
雨
雪

読
み
；
ほ
と
ぎ
　
あ
ま
ゆ
き

ラ
ン
ク
；
Ｓ

科
；
超
能
力
捜
査
研
究
科
 

（
Ｓ
Ｓ
Ｒ
）
。

ク
ラ
ス
；
Ｂ

武
器
；
日
本
刀
「
色
金
殺
女
」
と
Ｍ
６
０
｜
（
後
者
は
キ
ン
シ
に
近
づ
く
異
性

イ
ロ
カ
ネ
ア
ヤ
メ

へ
の
撃
退
に
使
わ
れ
る
）
。

剣
術
の
流
派
は
星
伽
候
天
流
。
鎖
鎌
も
補
助
武
器
と
し
て
巫
女
服
の
袖
に
隠
し

て
い
る

備
考
；
普
段
は
頭
の
リ
ボ
ン
｜
（
封
じ
布
）
で
制
限
し
て
い
る
が
、
炎
を
使
っ

た
術
や
鬼
道
術
と
い
っ
た
魔
術
の
力
は
Ｇ
１
７
と
い
う
高
い
レ
ベ
ル
を
誇
る
。

グ
レ
ー
ド

ま
た
、
札
を
使
っ
た
占
い
も
出
来
る
。
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名
前
；
宮
本
　
烏
兎
　

読
み
；
み
や
も
と
　
う
と
　

ラ
ン
ク
；
Ｓ

科
；
情
報
科

イ
ン
フ
ォ
ル
マ

ク
ラ
ス
；
Ａ

武
器
；
武
蔵
拵
｜
（
二
刀
流
）
　
　
 

ロ
ム
テ
ク
ニ
カ
ル
Ｆ
Ｐ
Ｋ
｜
（
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）

備
考
；
宮
本
武
蔵
の
子
孫
。

戦
う
と
き
は
い
つ
も
西
洋
の
鎧
を
身
に
ま
と
う
。

ジ
ャ
ン
ヌ
に
借
り
た
時
に
、
し
っ
く
り
き
た
ら
し
く
、
愛
用
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
制
服
時
で
は
ガ
ー
タ
ー
ベ
ル
ト
を
付
け
て
い
る
。

超
能
力
を
使
う
事
が
出
来
、
属
性
は
雷
。

 名
前
；
佐
々
木
　
淡
海

読
み
；
さ
さ
き
　
お
う
み

ラ
ン
ク
；

科
；

ク
ラ
ス
；

武
器
；
刃
長
三
尺
三
寸
｜
（
約
１
メ
ー
ト
ル
）
の
野
太
刀

備
考
；
秘
剣
「
燕
返
し
」

　
　
　
佐
々
木
小
次
郎
の
子
孫
。

着
物
の
様
な
服
を
纏
っ
て
戦
う
の
だ
が
、
ス
カ
ー
ト
は
短
め
。

　名
前
；
蕾
姫

読
み
；
レ
キ

ラ
ン
ク
；
Ｓ

科
；
狙
撃
科

ス
ナ
イ
プ

ク
ラ
ス
；
Ｃ
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武
器
；
ド
ラ
グ
ノ
フ
狙
撃
銃
 

｜
（
Ｓ
Ｖ
Ｄ
）
 

と
銃
剣
。

備
考
；
ウ
ル
ス
族
と
呼
ば
れ
る
少
数
民
族
出
身
で
蒙
古
の
帝
王
チ
ン
ギ
ス
・
ハ

ン
こ
と
源
義
経
の
末
裔

体
は
細
く
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
の
美
少
女
。
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一
弾
　
危
険
な
仕
事

武
偵
は
ロ
ク
な
事
が
な
い
。

　
俺
の
父
、
遠
山
キ
ン
ジ
｜
（
金
次
）
も
高
校
生
時
代
は
、
こ
の
、
武
偵
を
育

成
す
る
東
京
武
偵
高
校
、
略
し
て
武
偵
高
に
入
っ
て
い
た
ら
し
い
。

　
そ
ん
な
俺
は
、
父
に
憧
れ
て
い
た
。
俺
も
、
父
の
様
に
、
強
く
な
り
た
い
…

と
。

　
で
も
、
父
は
反
対
し
た
。

「
絶
対
に
行
か
な
い
方
が
い
い
。
後
悔
す
る
ぞ
」

　
と
、
俺
に
忠
告
し
て
き
た
。

　
け
れ
ど
、
俺
は
反
対
を
押
し
切
っ
て
入
っ
た
の
だ
。

　
そ
し
て
、
武
偵
高
に
入
学
し
て
、
只
今
二
年
生
。

　
最
初
に
言
っ
た
通
り
、
本
当
に
ロ
ク
な
事
が
な
か
っ
た
。

　
そ
れ
は
、
俺
の
遺
伝
子
の
せ
い
で
も
あ
る
の
だ
が
…
。

　
俺
、
遠
山
キ
ン
シ
｜
（
金
四
）
は
、
最
初
は
強
襲
科
の
Ｓ
ラ
ン
ク
だ
っ
た
が
、

ア
サ
ル
ト

探
偵
科
に
転
科
し
、
一
番
下
の
Ｅ
ラ
ン
ク
に
下
が
っ
た
。

イ
ン
ケ
ス
タ

父
の
言
っ
た
通
り
だ
。
俺
は
結
局
後
悔
し
た
の
だ
。

　
”
ピ
ン
ポ
ー
ン
”

「
？
誰
だ
…
？
」

　
時
計
を
見
る
が
今
は
朝
の
七
時
。

　
ち
ょ
う
ど
い
い
時
間
だ
っ
た
の
か
、
違
う
の
か
。

　
俺
は
、
少
し
よ
ろ
め
い
た
足
取
り
で
、
玄
関
へ
向
か
う
。

　
扉
を
開
け
た
先
に
は
、
俺
の
幼
な
じ
み
星
伽
雨
雪
が
凄
く
綺
麗
な
気
を
付
け

を
し
て
立
っ
て
い
た
。

「
ぁ
…
あ
！
き
、
キ
ン
ち
ゃ
ん
！
！
お
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
ぅ
！
！
！
！
」

「
あ
、
あ
あ
。
お
は
よ
う
」

　
雨
雪
は
、
綺
麗
な
黒
髪
の
ツ
イ
ン
テ
イ
ル
を
揺
ら
し
て
、
深
々
と
お
辞
儀
を

す
る
。

　
が
、
い
つ
ま
で
も
顔
を
上
げ
な
い
。
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そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
凄
い
も
じ
も
じ
し
て
い
た
。

「
あ
、
あ
の
。
や
っ
と
、
合
宿
か
ら
帰
っ
て
こ
れ
た
の
で
…
。
そ
の
張
り
切
り

過
ぎ
て
お
弁
当
作
っ
た
か
ら
キ
ン
ち
ゃ
ん
に
食
べ
て
欲
し
く
て
！
」

「
お
、
お
う
。
大
変
だ
っ
た
ろ
、
あ
り
が
と
な
」

「
い
、
い
え
！
！
私
の
方
こ
そ
！
！
！
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
っ
、
キ
ン
ち

ゃ
ん
！
」

「
な
ん
で
お
前
が
感
謝
す
る
ん
だ
よ
！
！
」

　
雨
雪
を
寮
に
上
が
ら
せ
る
。

　
父
さ
ん
の
頃
は
、
男
子
女
子
と
分
か
れ
て
い
た
が
、
今
は
合
同
で
あ
る
。

　
た
だ
、
部
屋
は
分
か
れ
て
い
る
が
。

　
俺
の
ル
ー
ム
メ
イ
ト
は
、
雨
雪
、
神
埼
・
Ｈ
・
マ
リ
ア
、
峰
理
會
、
宮
本
烏

兎
さ
ん
だ
。

　
ま
だ
部
屋
は
あ
る
が
、
も
う
女
子
三
昧
で
こ
の
あ
り
さ
ま
だ
。

　
当
分
は
ル
ー
ム
メ
イ
ト
不
要
か
も
な
。

「
ふ
ぁ
あ
…
。
お
は
よ
う
キ
ン
シ
く
ん
…
」

「
あ
あ
、
お
は
よ
う
…
っ
て
…
。
今
日
は
遅
起
き
だ
な
、
女
々
さ
ん
」

「
Ｊ
ａ
。
ち
ょ
っ
と
調
べ
も
の
し
て
た
ら
起
き
れ
な
か
っ
た
わ
…
。
情
報
科
の

う
ん

イ
ン
フ
ォ
ル
マ

課
題
と
か
も
色
々
ね
」

「
大
変
だ
な
。
言
っ
て
く
れ
れ
ば
手
伝
っ
た
の
に
」

「
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
意
味
が
な
い
と
言
う
か
。
言
葉
に
仕
様
が
な
い
の
だ
が
」

　
気
に
し
な
い
で
く
れ
た
ま
え
、
と
女
々
さ
ん
は
一
言
言
っ
て
、
リ
ビ
ン
グ
へ

向
か
っ
た
。

　
皆
の
朝
食
は
女
々
さ
ん
が
つ
く
っ
て
く
れ
て
る
か
ら
な
。

　
あ
あ
、
何
故
さ
ん
付
け
な
の
か
と
い
う
と
、
女
々
さ
ん
も
、
一
年
の
頃
は
強

襲
科
で
、
Ｓ
ラ
ン
ク
よ
り
上
を
行
き
そ
う
な
く
ら
い
だ
っ
た
。

　
し
か
も
、
宮
元
武
蔵
の
子
孫
だ
。
マ
リ
ア
以
上
の
二
刀
流
使
い
で
、
教
務
科

マ
ス
タ
ー
ズ

に
も
一
目
置
か
れ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
或
る
日
女
々
さ
ん
は
強
襲
科
で
の
仕
事
中
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
失
態

ア
サ
ル
ト

で
女
々
さ
ん
は
大
け
が
を
負
っ
た
。

　
そ
の
恐
怖
か
ら
、
強
襲
を
行
う
事
が
怖
く
な
っ
て
し
ま
い
、
強
襲
科
（
ア
サ
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ル
ト
）
を
下
り
た
と
言
う
。

　
闘
う
事
は
出
来
る
が
、
た
ま
に
身
体
が
動
か
な
く
な
る
ら
し
い
。
 

 
危
な
い
仕
事
の
時
に
な
ら
な
い
と
良
い
が
な
…
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

緋弾のマリア
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